
    医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。    

平成 29 年 1 月 

効能･効果，用法･用量の追加のお知らせ 

 

 

抗血小板剤 

日本薬局方 クロピドグレル硫酸塩錠 

クロピドグレル錠25mg「SANIK」 
クロピドグレル錠75mg「SANIK」 

 

 
製造販売元 日医工サノフィ株式会社 

 東京都新宿区西新宿三丁目 20 番２号 
販 売 元 日 医 工 株 式 会 社 

富山市総曲輪 1 丁目 6 番 21 
 

 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は弊社製品につきまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
さてこの度、弊社の｢クロピドグレル錠 25mg「SANIK」｣および「クロピドグレル錠 75mg「SANIK」」

（日本薬局方 クロピドグレル硫酸塩錠）につきまして、「効能・効果」及び「用法・用量」が追加になり

ました。 
今後のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 

敬白 

 

 

 
＜新旧対照表＞（    ：変更箇所） 

新 旧 

【 効能・効果 】 

○ 虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発抑制 
○ 経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される下記の虚血性心

疾患 
急性冠症候群（不安定狭心症、非 ST 上昇心筋梗塞、ST
上昇心筋梗塞） 
安定狭心症、陳旧性心筋梗塞 

○ 末梢動脈疾患における血栓・塞栓形成の抑制 

【 効能・効果 】 
○ 虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発抑制 
○ 経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される下記の虚血性心

疾患 
急性冠症候群（不安定狭心症、非 ST 上昇心筋梗塞、ST
上昇心筋梗塞） 
安定狭心症、陳旧性心筋梗塞 

 

【 用法・用量 】 

○ 虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発抑制

の場合 
通常、成人には、クロピドグレルとして 75mg を１日１回

経口投与するが、年齢、体重、症状によりクロピドグレル

として 50mg を１日１回経口投与する。 
○ 経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される虚血性心疾患の

場合 
通常、成人には、投与開始日にクロピドグレルとして

300mg を１日１回経口投与し、その後、維持量として１日

１回 75mg を経口投与する。 
○ 末梢動脈疾患における血栓・塞栓形成の抑制の場合 

通常、成人には、クロピドグレルとして 75mg を 1 日 1 回

経口投与する。 

【 用法・用量 】 

○ 虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発抑制

の場合 
通常、成人には、クロピドグレルとして 75mg を１日１回

経口投与するが、年齢、体重、症状によりクロピドグレル

として 50mg を１日１回経口投与する。 
○ 経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される虚血性心疾患の

場合 
通常、成人には、投与開始日にクロピドグレルとして

300mg を１日１回経口投与し、その後、維持量として１日

１回 75mg を経口投与する。 
 

 
なお、上記の「効能・効果」及び「用法・用量」の追加に伴う「使用上の注意」の項の変更はございません。
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